
JST未来社会創造事業 多様な子どもたちの個性とウェルビーイングを支えるデータ活用技術開発

研究課題紹介及び
デジタル健康観察連絡帳で

子どものWell-beingの可視化、予測

浜松医科大学 子どものこころの発達研究センター 千住淳



「出る杭を打つ」日本の価値観 不登校・いじめ被害増加

縦割り支援、機関連携システム欠如支援・教育は人員不足、
専門性不足

健常／異常に
分類

治療
訓練

「普通」を強制する
発育環境

ウェルビーイングの
国際比較

自殺率の
国際比較

日本 平均 オランダ 日本 平均 ギリシャ

精神的幸福度(ウェルビーイング)38ヵ国中37位
15-19歳の自殺者の割合が極めて高い

日本の子供たちの精神的幸福度は先進国最低水準 → 世界に立ち遅れた日本！
社会全体で子供たちのウェルビーイングを支える技術開発・制度設計は喫緊の課題！

日本の子どもの現状と課題

いじめ
73万人

不登校
40万人
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多様な個人の
発達を支える

データ活用技術

個性の検出

データ駆動型
個別支援
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健常／異常に
分類

治療
訓練

「普通」を強制する
旧来の発達支援

多様な子どもたちを支える技術開発：WeBB
多様な子どもたちの発達を支えるデータ活用技術開発 (Well-Being Base, WeBB)
画一的な支援からデータ駆動型個別支援へ！

WeBB =・個別データは個別支援に連結されない
Action Guide（CDC）英国Millennial 
Cohort、エコチル調査、ティーンコホート等

・支援サービスは個別データに基づかない
Headspace for Kids、Happify Kids等
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指導

骨格

表情目線

手指バイタル

音声

ログ

アンケート

問診

見守りDB

言語

愛着

感情

運動 挑戦・探索

社会性

興味・関心注意・集中

自己理解

個性DB

教材おもちゃ 治療

支援DB
指導

WeBBの構成と要素技術

PoC1
子どもの「声なき声」
を見える化する計測

PoC2
子どもの個性・WBを
理解するアルゴリズム

PoC３
データ駆動型支援

プロトコル

• 小中学校における自記式健康観察データ
• 保育園や療育施設における動画・音声データ要素技術

• ウェルビーイング低下予測 (Nishimura et al., 2024)
• 学校風土計測 (Hirata et al., in press)
• 体動に基づく発達予後予測 (Takeda et al., in press)
• 社会性の遅れ検知 (Aoki et al.)
• 言語発達評価 (Nishio et al., 2024)
• メンタルヘルス予測 (Song et al., 2023)````

要素技術

• 個別最適な子育て・保育を提案するアプリ
• 集団レベルのウェルビーイングを高める教員研修プログラム要素技術

３班の探索研究で開発した要素技術を連結・拡張し、本格研究でシームレスな統合システムへ
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研究開発課題①：子どもの育ちや「声なき声」を可視化する計測技術開発、見守りDBに統合

研究開発課題③：データ駆動型で個別最適な支援・学びを届けるプロトコル「動的支援DB」の構築・運用

動画 音声

①-1: 乳幼児期のデータベース構築

研究開発課題②：子どもの個性とウェルビーイングを検出するアルゴリズム開発、個性DBへ統合

主観データ
①-2: 学齢期のデータベース構築

学校、多様な
学びの施設

幼稚園・保育園、発達
支援施設、定期検診

データ連携データ連携

家庭

①-3: データ連携

音声
客観データ

動画

②-1: 乳幼児期の愛着形成基盤評価 ②-2: 挑戦・探索行動の定量評価 ②-3: 個人・集団のウェルビーイング予測

③-1: 特性に基づく子どもと支援・
サービスマッチング

③-2: 学齢期のウェルビーイング
リスク予防・軽減支援

③-3: 個性の把握と最適な学び・
支援とのマッチング

見守りDB

・・・①-4: グローバル展開

統合

親子インタラクション
に基づく愛着基盤の

定量評価 乳幼児期から学齢期にわたる個別
最適な見守りシステムの構築

集団ウェルビーイング
への接続

子育て方法

おもちゃ・教材

仲間・メンター

予防支援パッケージ 多様な学びの場の
ためのパッケージ

積極的リスク軽減の
ための介入プログラム

個人、教育
マッチングシステム

個性DB

支援DB

本格研究期間の研究開発内容 ★：本格研究で新規開発
●：本格研究で拡張・展開

★ 
★ 

★ 

★ 

★ 
★ 

★ 

● ● 

● 

● ★ ● 

● 

★ ● 
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5

ある子どものライフヒストリー (WeBBの有無比較)

少し他の子に比べて大人しいが、
乳幼児健診では何も指摘されなかった

普段から撮っている動画で特性を確認
アプリのアドバイスに従い、言葉の発達を支

援するため積極的に声かけ

アプリのアドバイスをもとに
こだわりの対象を見極め、

環境を調整することで
癇癪はほとんど起こらなくなった

2024年4月14日生まれ たろう君

2030年4月14日生まれ たろう君

こだわりが強く、すぐに癇癪を起こす。
子どものマイルールが
理解できず困り果てる

うまく周囲とコミュニケーションが取れず、
先生にも叱られてばかり

メンタルヘルス低下は周りに気づかれない
上手く就職できず、
社会的にも孤立

日々のデイケン入力や音声入力で
不調を検出し、支援につながる

個性データを用いた先生からの助言もあり、
音楽に強く惹かれ始める

ピアニストとして世界で活躍
個性を活かし、幸福で充実した人生

乳児期 幼児期 学童期 思春期 成人期

アプリによる個別アドバイス
保護者による個性にあった子育て
基本的な安心感（愛着）の醸成

教育者による個別最適な指導・サポート
個性・特性・興味などポジティブな側面への注目と、その育成

民間企業巻き込みによる学び・体験とのマッチング

自身の個性を活かした社会進出
アプリで自己理解

WB低下リスクの抑制

誰にも相談できず不登校に
周囲も自分自身も原因はよく

わからない 

教育マッチングシステムで海外機関へ留学
興味関心の赴くままでに存分に学び、

才能開花・自己肯定感上昇

WeBB

保護者のメンタルヘルス悪化・
虐待リスク

不登校・いじめ・学力低下・
ゲーム依存リスク

ゲーム依存・引きこもり・
貧困・自殺・犯罪リスク
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健康観察とメンタルヘルス調査の実施状況 
2022年9月より、大阪府吹田市の5つの小中学校約2400名（小１～中３）を対象に、毎朝のデイリー健康
観察（デイケン）およびメンタルヘルススクリーニング調査（NiCoLi）を実施。 
2023年11月より、吹田市の全公立小中学校約3万名に拡大。 
2024年4月より、東京都品川区の全公立小中学校での導入を開始。 

 

研究課題① デイリー健康観察で子どもの問題を発見・予防 

体調や生活に
関する項目

気持ちに
関する項目

デイリー健康観察（デイケン）

体調、生活リズム
欠席、相談希望

メンタルヘルススクリーニング調査（NiCoLi）

メンタルヘルス、
学校生活等環境要因、体調

健康観察×GIGAスクール構想⇒デイリー健康観察
学校ベースのメンタルヘルススクリーニングの問題点を克服



研究課題① デイリー健康観察で子どもの問題を発見・予防 
健康観察データを３つの指標でとらえる
１．毎日の健康状態をスコア化
２．スコアの推移を群としてとらえる
３．個人の日々のスコア変動をとらえる

８項目の合計点を「不調」の得点
とする（クロンバックα＝0.71）

２．スコアの推移を群としてとらえる
2022年9月～12月のデータを使用
Group based trajectory modeling (Jones & Nagin, 2007)による分類

（Nishimura et al., Front. Public Health. 2024)

4か月間の欠席日数が多い
（IRR=2.14)

後の中等度以上の抑うつ・不安
のリスクが高い（IRR=5.17)

従来のフラグ機能

Rolling Z-scoreを用いた新たなフラグ機能

体調と気分のフラグ
が頻繁に立っている

時々不調の入力があ
るが、フラグは立たない

変化があったときに
フラグが立つ

時々不調のに対し
てフラグが立つ

３．個人の日々のスコア変動をとらえる
（いつもと違う回答）

いつもと違う回答の数が多いほど、翌月の
抑うつ・不安症状が高い（IRR＝1.10）



研究課題① 子どもが感じる学校風土の良さ 
子どもが感じる学校風土の良さはどのような要因と関連するのか、
教師の回答から探る

子どもの評価（日本学校風土尺度；JaSC）
・この学校では、授業に集中することができる。
・この学校の決まりは納得がいくものだ。
・この学校の保護者と先生の関係はいい。
・この学校の先生は、私たちが困っているときに助けてくれる。
・この学校の先生は、いじめなどをしっかりと注意してくれる。
・この学校には、楽しい活動がたくさんある。
・この学校の決まりは、だれに対しても公平だ。
・この学校はいつもきれいで片付いている。など

教師の評価（国際教員指導環境調査；TALIS）
学校への参画教師と生徒の関係性規律風土

・この学校は、教職員が
学校の意思決定に積
極的に参加する機会
を提供している。

・お互いに助け合う協
力的な学校文化があ
る。など

・通常、教員と児童は
互いに良好な関係
にある。

・ほとんどの教員は、児
童の幸せが重要であ
ると考えている。など

・授業を始める際、児
童が静かになるまでか
なり長い時間待たなけ
ればならない

・児童が授業を妨害す
る ため、多くの時間
が失われてしまう。など

規律風土の良さ
が、子どもが感じ
る学校風土の良
さと関連

教師の自己効力
感も、子どもが感
じる学校風土の良
さと関連

（Hirata et al., Frontier in Education 2024)



研究課題① デイリー健康観察で子どもの問題を発見・予防 

【学校風土への注目】
文部科学省「誰一人取り残されない学びの保障に向けた不登校対策
（COCOLOプラン）」に「学校風土」が位置づけられた

文部科学省「１人１台端末を
活用した健康観察・教育相談
システム一覧」に掲載

デイケン実施校では新規不登校発生率が
抑えられた

デイケン実施校では被害頻度が低下し、
学校風土得点が上昇した

【デイケン、NiCoLiへの注目】




